
【スポーツフェスティバル開催事業】 

 

＜イベント概要＞ 

島民のスポーツへの意識と意欲の向上を目的に、石垣市中央運動公園を最大限に活用し、各施設で各種

スポーツやニュースポーツの体験、トップアスリートによる競技披露やトークショーの実施など、幼児～高齢者までの

だれもが気軽に参加できるスポーツフェスティバルを開催。 

 

■日程 令和５年１０月８日（日）、９日（月） １０時～１７時 

■主催 石垣島スポーツコミッション 

■共催 石垣市、(一社)石垣市体育協会、石垣市商工会、(一社)石垣市観光交流協会、 

(一社)八重山ビジターズビューロー、八重山郡スポーツ協会、石垣市スポーツ推進委員、 

(一社)石垣島アスリートクラブ、八重山地区障がい者文化・スポーツ振興会 

■会場 石垣市中央運動公園、石垣市総合体育館 

■参加費 無料 

■出展団体 各種スポーツ団体等  

■体験プログラム 以下の通り 

 

 

＜新体力測定＞ 

 ◇対象：小学生以上  ◇出展団体：石垣市体育協会 

 ◇参加人数：8 日（288 名）、9 日（414 名） 合計 702 名 

 

 

＜デジタルスポーツ能力検定＞ 

 ◇対象：5 歳以上  ◇出展団体：KUNINAKA SPORTS LAB 

 ◇参加人数：8 日（184 名）、9 日（179 名） 合計 363 名 

 

 

＜Motion-DNA＞ 

 ◇対象：40 歳以上  ◇出展団体：ミズノ株式会社 

 ◇参加人数：8 日（133 名）、9 日（128 名） 合計 261 名 

 

 

＜ノルディックウォーキング＞ 

 ◇対象：小学校 4 年生以上  ◇出展団体：総合型地域スポーツクラブ 歩きニスト 

 ◇参加人数：8 日のみ 4 名 

 

 



＜ZUMBA,ZUMBATONING＞ 

 ◇対象：年齢制限なし  ◇出展団体：ACTIVE CALYPSO 

 ◇参加人数：8 日（18 名）、9 日（52 名） 合計 70 名 

 

 

＜ヨガ＞ 

 ◇対象：小学生以上  ◇出展団体：Yoga Retreat Village,kSaNa 

 ◇参加人数：8 日（35 名）、9 日（60 名） 合計 95 名 

 

 

＜ボッチャ体験＞ 

 ◇対象：年齢制限なし  ◇出展団体：順天堂大学スポーツ健康科学部 

 ◇参加人数：8 日（198 名）、9 日（121 名） 合計 319 名 

 

＜ニュースポーツ＞ 

 ◇対象：年齢制限なし  ◇出展団体：石垣市スポーツ推進委員 

 ◇参加人数：8 日（約 500 名）、9 日（約 500 名） 合計 約 1,000 名 

 

＜モルック体験＞ 

 ◇対象：単独参加は小学生以上、幼児は保護者同伴  ◇出展団体：モルック石垣島 

 ◇参加人数：8 日（95 名）、9 日（40 名） 合計 135 名 

 

 

＜ディスクゴルフ＞ 

 ◇対象：単独参加は小学生以上、幼児は保護者同伴  ◇出展団体：Happy Throw Life 

 ◇参加人数：8 日（51 名）、9 日（51 名） 合計 102 名 

 

 

 

＜ボーイスカウトと遊ぼう＞ 

 ◇対象：単独参加は小学生以上、幼児は保護者同伴◇出展団体：ボーイスカウト沖縄連盟石垣第１団 

 ◇参加人数:火起こし（246 名）、割りばし鉄砲（511 名）、ロープワーク（12 名）、綱渡り（183 名） 

 

 

 

 

 

 



＜ISHIGAKI STREET GAMES＞ 

 ◇出展団体：株式会社 CROSS ROAD 

 ◇参加人数：HIP HOPダンスバトル（35名）、スケートボード競技会（25名）、トークショー（150名） 

ミニランプ体験会（56 名）、3on3 バスケットボール（170 名）、観客数（600 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆プロアスリートパフォーマンス 

プロスケートボーダー 池 慧野巨（いけ けやき）選手 

 

◆トークショー（観客：150 名） 

プロスケートボーダー 池 慧野巨選手 

BMX ライダー 早川 優衣（はやかわ ゆい）選手 

≪トークテーマ≫ 

1.競技を始めたキッカケや各競技の魅力 

2.世界で戦うことの楽しさと難しさ 

3.スポーツを行う環境の大切さについて 

 

＜取り組み＞ 

〇イベント周知 

① イベントチラシを石垣市内の小学生がいる全家庭へ配布、銀行等へ設置 

② 同様にイベントポースター・横断幕を市内の学校やコンビニ・スーパー、銀行等へ張り出し 

③ 地元紙へ掲載（1 面） 

④ 石垣市公式 SNS にて発信 

 

 

 

 



〇その他の取り組み 

① 来場者アンケートに回答いただいた方へ、豪華プレゼント企画  ※アンケート結果は別紙 

② 駐車場不足を補うため市役所の駐車場を開放し、トゥクトゥクで送迎 

③ 陸上自衛隊による足湯エリアを設置（ボランティア）※当日冷水へ変更 

④ トップアスリートの招聘 

⑤ グループ・年齢層・障がいの有無にかかわらず誰でも参加できるプログラムの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和 5 年度八重山の産業まつり（主催：八重山地区商工会広域連携協議会）と共同開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜イベント参加者数＞ 

〇スポーツフェスティバル → ８日（2,217 名）、９日(2,223 名) 合計 4,440 名  

〇八重山の産業まつり → ２日間合計 6,175 名   

イベント総参加者数 → 10,615 名 

 

 

 

 

【趣旨】  

八重山の地域資源を活用した特産品等を中心に出店し、その魅力を八重山地域の内外にアピールす

ることで消費者への八重山産品への理解、販売促進を図り、出店事業者の商品開発力と競争力、情

報発信力の向上を促進し、八重山地域産業の更なる活性化を図ることを目的に開催する。 

【内容】  

八重山地区で生産・製造・加工している農水産物、そうざい、加工品、菓子、飲料、お酒、工芸品

（織物・焼物・木工製品・アクセサリー等）、化粧品等の特産品販売 

【出展】 

〇物販・体験ブース：36 ブース    

〇飲食ブース：6 ブース 

 

令和 5 年度八重山の産業まつり 



【スポーツツーリズムコンテンツ創出事業】 

 

＜目的＞ 

本市は、国内有数の観光資源や独自の文化を有しているにも関わらず、これまでスポーツとそれらを掛け合わ

せたコンテンツが不足していた。そこで、世界中に愛好家がおり、沖縄が発祥の地である「空手」を題材として、本

市で活動している空手道場の保存・継承・発展を図ると同時に、ツアーを通して異文化の体験、観光、地元民

との交流をすることでコミュニケーション能力の向上や子どもの視野拡大を目的に「空手ツーリズム」の創出に取り

組む。将来的には、ターゲットを海外へと広げ、インバウンド拡大に繋げる。 

＜イベント詳細＞ 

◇名称 

「親子で空手体験 in 石垣島モニターツアー」 

◇成果目標 

・沖縄剛柔流空手道「ゲキサイ第一」の習得 

・地元民とツアー参加者の交流 

◇ターゲット 

・県外在住者 

・親子（大人・小学 1 年生～６年生） 

・上記成果目標を達成したい形 

※空手経験の有無は問わない。 

◇人数 

 募集人数：１２名程度（１組２～３名を５組） 

 実   績：１１名（２人４組、３人１組） 

◇参加料金 

 ・30,000 円（2 名） 

 ・45,000 円（3 名） 

 ※航空運賃、宿泊費、体験料込み。 

◇スケジュール 

募集開始：令和６年１月１５日（月） 

開 催 日：令和６年２月２３日（金）～２５日（日） 

◇募集方法 

石垣市公式 X と JSTA メルマガにて募集チラシと申し込み用 URL を発信。 

※募集開始当日に定員の応募がありました。 

◇協力 

企   画：株式会社エイト・マネジメント 

道   場：沖縄剛柔流空手道協会八重山支部・拳秀館上地空手道場 

旅行手配：株式会社国際旅行社 八重山営業所 

 

 



＜親子で空手体験 in 石垣島モニターツアー内容＞ 

 

◇DAY１～R6.2.23～ 

15：00～ 石垣空港着 

16：00～ ホテルチェックイン（宿泊施設：ホテル石垣＆ちこんきやー） 

17：00～ 座学「沖縄空手の紹介」（場所：石垣市役所 大会議室１） 

        講師：株式会社エイト・マネジメント 代表取締役 宮良 正行 氏 

        ※拳秀館上地空手道場の門下生でもあります。 

18：00～ 道場見学 

        普段の門下生の稽古と、翌日参加者が稽古するゲキサイ第一を見学 

19：00   解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【座学の様子】                         【見学の様子】 

 

 

◇DAY2～R6.2.24～ 

9：00～ 空手道場にて稽古 

・基礎練習 

・形「ゲキサイ第一」の練習 

・演武（形の発表会） 

・修了証配布 

12：00  稽古終了 

～昼食・休憩～ 

14：00～ 観光（フリータイム） 

貸切バスで、ホテル→「やいま村」→「川平湾」→ホテル 間の運行。 

※自由行動も可としたが、４組の家族が貸切バスを利用した。 

18：00～ 交流パーティー（BBQ） 

空手道場の方々とツアー参加者の交流パーティーを実施。 

 



【空手稽古の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交流パーティーの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇DAY3～R6.2.25～ 

午前中  完全フリータイム 

       参加者はそれぞれ、シュノーケリング体験や離島（西表島）訪問などを楽しんだようです。 

14：50 石垣空港着 

18：20 羽田空港着 ～ツアー終了～ 

 

＜取り組み＞ 

 ①プログラム初めに座学「沖縄空手の紹介」を設置。 

 ②空手の普及・浸透に繋げるため、未経験者からも募集した。 

 ③飲食や観光も自由に楽しめるよう、空手稽古以外は基本的にフリープランに設定。 

 ④地元民（特に子供たち）の視野拡大を図ると同時に、参加者がより一層島に愛着を感じるよう（リピータ

ー獲得に向け）、交流パーティーを実施。 

  

＜所感及び成果＞ 

事後アンケートにて、全てのプログラムにおいて「とても良い」の評価を得ることができた。また、空手に興味が無

かった方が「夢中になって体験できた」、「東京に帰って息子の空手教室の体験に申込みをした」などの意見もあ

り、空手道の普及・浸透・発展等に繋がることが実証できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【e スポーツ活用推進事業】 

 

＜概要＞ 

本市出身で、自転車競技の日本代表である新城幸也選手監修の「新城幸也ロード」を活用したサイクルツーリ

ズムを推進するため、令和４年度に整備した「e スポーツ拠点施設」を活用し、「新城幸也ロード」のプロモーショ

ン動画作成とサイトを開設。地元高校生に参画してもらい、若い世代の発想を取り入れると同時にＩＴ人材の

育成を目指す。 

 

＜動画編集・サイト開設までのプロセス＞ 

１）プロジェクトリーダーからの全体概要と役割の説明 

自転車の走行シーンなどは安全確保の観点から生徒では行わず、撮影チームから提供される映像素材や

絵コンテ、シナリオを元に編集を行う役割として参加。サイトの開設に関しては会議に参加し、デザイン・レイ

アウトについて生徒のアイディアを意見する役割として今回のプロジェクトへ参加。 

２）チーム編成 

今回は同じ学科の 2 年生で今プロジェクトへ参加。その中でチームの編成を行う。 

３）情報整理と編集方針 

   プロジェクト担当より共有されたコースマップと絵コンテを元にどのような編集内容で進めるかを協議するが、ま

ずは実際の映像を見てから編集を行うことで皆が一致した。 

４）編集機材 

   今回はプロジェクトリーダーより IT 人材育成の一環なので一般的にプロが用いる Adobe premiere という

映像編集ソフトを用いて技術習得を目指しつつ編集を行うこととした。 

５）データの整理 

   今回、全長 120 キロに及ぶコースで撮影ポイントが多く、ドローンの映像もあるので撮影データを時間軸で

整理することから始めた。 

６）編集・再編集 

   シナリオと絵コンテに沿った内容で編集開始。仮編集状態を関係者全員でチェック、意見を元に再編集を

繰り返した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＜取り組み・ポイント＞ 

①当初計画していたアプリ開発は初期段階の課題としては難易度が高かったため、動画編集へと計画を変更。 

②動画とサイトで「新城幸也ロード」を国内外へ広くＰＲすることで、今後開発予定の「アプリ」の活用へと繋げ

る。 

③プロが用いる映像編集ソフトを使用することでＩＴ人材の育成を目指す。 

④学生向けマニュアルを作成し、いつでも自身で編集作業が行えるようにした。 

⑤若い世代のアイディアを取り入れるため会議に参加し意見交換を行った。 

 

＜サイト＞ 

「新城幸也ロード」 

https://cycletourism-ishigaki.com 

 

 

 

https://cycletourism-ishigaki.com/

